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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜新患情報＞

7月27日（月）

　澤田　弘様（８７）　センター新患　千葉Ｄｒ　8：30来院、10：00診察予定

7月28日（火）

　小澤田　明彦様（５２）　センター新患　深澤Dr　10：30来院、11：30診察

　川口　武之蔵様（８５）　センター新患　伊藤Dr　10：30来院、11：00診察

7月30日（木）

　苫米地　伊登子様（８８）　センター新患　深澤Dr　9：30来院、10：30診察予定

　馬場　マツエ様（８８）　センター新患　深澤Ｄｒ　10：30来院、11：00診察予定

7月31日(金)　

　小井田　福哉様（７１）　精神新患　馬渡Dr　10：30来院、11：00診察予定

＜入院予定＞

・松本　ナチ様　7月29日（水）12：00東病棟Cユニットへ医療保護入院予定

＜カウンセリング・面談報告＞

・七崎　之利様～ジャージで来院し、白髪も増えている。仕事は順調で、家に持ち帰らずに仕事を遂行する事ができていた。しかし、自分の癒しの時間である朝の時間を女性に邪魔される事が続き、「疲れる」と話す。＜なぜはっきりいわないのか＞と尋ねると、「今まではっきりいったことがない」「相手に嫌な思いをさせることはできない」という。＜じゃあ、自分を犠牲にして、自分に負荷をかけてまで相手を優先するのか＞と言われると、苦笑している。重負荷となっているのであれば、自分の時間や空間を守る努力は必要かもしれないと伝えておく。

・小林　満　様～＜10日間どうでしたか＞と尋ねられると、「いやぁ･･･2日飲んでしまった」と目を反らして報告をしている。2回目の飲酒は「計画的だった」と話している。また以前であれば、“抗酒剤を飲んでいてよかった”と思う事があったら、最近は“抗酒剤を飲んでなければよかった”と飲酒に考えが傾いてきていることを自覚している。連続飲酒にはなっていないことと、報告してもらえたこと、また断酒を始めたことは支持する。

・佐藤奈々恵様～数日間で非常にある親子と距離が近くなり、ほぼ毎日会い、飲酒する生活を続けていた。その人に巻き込まれ、男性とのトラブルもあり、「疲れた」としかめ顔で話している。その人の生活に疑問を抱きながらも、“自分が寂しいときにそばにいてもらったから…”という思いがあり、離れる事が出来ずにいた。人と近づきすぎることで苛々や不安といった負の感情が余計に沸き起こってくることは分かっているが、寂しさを埋めたいという思いから、近づくことや飲酒を続けており、“自分を大切にするように”と伝えておく。

・川口　莉空様～2回目のコラージュ療法を実施している。お母さんと小声で相談しながら、チラシを切り貼りしている。CPの質問にはストレートに答えることはなく、全てお母さんの顔を見る、小声で相談してから答えており、無視することもある。しかし、本人は「楽しい」と話す。兄の話や診察後の食事など、少しずつ本人の口数が増えていっている印象はある。

・砂庭　真平様～自ら話題を提供し、話を進める事が多くなっている。こちらが忘れているようなことで、「ずっと謝りたくて」と謝罪する事があり、気にしていないことと、気になった場合はその場で言葉にすることを伝える。過去の経験やいじめ、親子関係などについて話す。自殺についても話すことがあるが、“話すことで（CPに）迷惑がかかるんかじゃないか”と気にしている。カウンセリングの場を、自分の時間として使って欲しいことを伝え続けていく。

